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２０１１年５月７日　　　　作成責任及び文責　古畑　等


連続強化練習の都合で発行が本日になりました。








山田茂先生の特別レッスンに寄せた団員の感想（以下は個人的な感想をＨＰ等に寄せられた文からの引用です。紙面の都合で一部割愛・変更して掲載させていただきました。ゴシック強調はシャンテ子）


団ホームページより①「感謝！新たな発見の一日」 2011年 03月 22日 22時 40分 07秒 


ヤマシゲ先生の魔法のようなご指導に導かれ、たくさんの発見ができた一日でした。特に印象に残ったのは、「夕焼小焼」冒頭でいただいたコメントです。「すでにみなさんのレパ－トリ－になっています。ぜひ味わって歌ってください。メロディの外側にある世界を遊んでみてください。歌いながら、周りの風景や人生経験のようなものが見えてくるように・・・それに自分たちのいろんな思いをくっつけていってください。」くじ目さんのメ－ルから。「三善先生が四季とは別に付け足した作品。鳥と一緒に手を繋いで歩ける平和な時代が再び来ることを願って作られた愛と祈りに満ちた曲です。」これから演奏会に向けて、また一つ音楽の大切なもの(＝目標)を見つけることができたように思います。「変わることができたのは君たち。これは事実です。」ヤマシゲ先生の励ましともとれるこの言葉を胸に刻みながら貞松先生のご指導のもと、ともに頑張りましょう。（T:おかだ）


団ホームページより②「皆さん、お疲れ様でした！」 2011年 03月 22日 21時 11分 57秒 


山田茂先生をお迎えしての特別練習、とっても良かったですね。貞松先生はじめ当団の先生方のご指導があっての成功で、そのことはヤマシゲ先生もお話しをされていました。お帰りの際に、私たちと同様にヤマシゲ先生も、今回の練習は良かった、やってきて良かったとおっしゃってくださいました。そして「また、いつでも呼んでください。」とのお言葉もくださいました。高校生の複数の団員が、大人に混じって歌っている、入団して仲間になっている、そんな当団の様子をご指摘され、「高校生が大人に混じって一緒に歌っている。そんなんだからこの団は雰囲気もいいし、いい団なんです」とおっしゃられていました。そうですよね。（一部変更―）幅広い年齢層が同じ仲間となってハーモニーを作っている。美味しくないはずが無い？？みんなで美味しいダシを出して、定期演奏会ではお客様に満足していただきましょう！


団員投稿　「仮免テナーの独り合点」(井上さんご投稿感謝します)


わたしも入団してもうすぐ半年になります。（一部割愛―）すでに１２月号で報告しましたように、今度の定演は裏方と考え、来年以降の出演をめざして、皆さんの練習についていこうと老骨にむち打って参りました。ところが、なんと、驚いたことに、今年、出てよいという 「仮免」が３月１９日にパートリーダーの岡田さんからいただきました。ただし、これから本格的になる特訓でジュウニブンに力がついたらという条件付です。その条件をクリアできるかどうか不明ですが、がんばります。タイミングよく、その翌々日に東混の山田茂先生のご指導を受けることができたのは幸いでした。（一部割愛―）小生は老人ではあるが、歌うときは５０歳若くなったつもりでハツラツと歌うべし。ではみなさん、これまで以上に厳しくご指導賜りますようよろしくお願い申し上げます。（Ｔ：井上東一）





練習状況　４月２日（土）


　和田先生のＶＴ。まず呼吸法。腰の背面にまで吸気を入れます。次は苦しい練習。たっぷり息を入れ、２０カウントをおなかで支えて保ちます。それからゆっくり吐く。続いて花の香りをかぐように鼻腔を開く。この形を日常各自で心がけると、絶対に声がよくなりますと和田先生は強調されました。次がＢＲＲＲ―での音階。口だけで出来ない人は舌先を震わせても可ですが、唇は振動させること。それから「オオー」で頭のてっぺんのお皿を開けるような感覚で音階をやりました。


　練習曲は「葉っぱのフレディ」。まずパート練習で苦手克服タイム。アンサンブルは「４冬」から。テヌートが多い曲で、それは「音がはっきり欲しい」という指示だそうです。特にＰ２６・Ｐ２９～３０のあたりを繰り返し練習しました。「５雪」「６やがて春」も通しました。雰囲気が深まったなと感じます。手ごたえあり！


４月１６日（土）


　ＶＴは竹岸先生。ロケットのように腕を挙げる姿勢。１５秒間息を保つ訓練。「ミアーマードレ」と音階上下で音を響かせる発声などをしていただきました。また福井先生がテノール団員を個人別特訓をしてくださいました。


　練習曲は「ドナウ」から。定演ステージ割も発表されて、先生は仕上げを意識され音色など細かい指示をだされます。各人がどれだけ個人的に暗譜努力をするかがますます重要な段階です。「葉っぱのフレディ」は「多少楽譜作成で間違いがありましたが、それを丁寧に修正して配ってくださり、感謝します。」との先生のコメントが入りました。


　また、久しぶりの「翼」を歌いました。楽譜の用意をよろしく。なお、今回私語が目立ったとの意見をききました。練習に集中をお願いします。貴重な練習時間帯ですから。


４月３０日（土）～５月１日（日）


　強化練習１日目。ＶＴは竹岸先生。練習曲は久しぶりの「歌声を世界に」手話つき。「クライムエヴリマウンテン」「生き抜くいのち」からスタート。休憩後「唱歌の四季」「翼」「遠い雲」の順。夕食後は「赤いサラファン」「フニクリフニクラ」「葉っぱのフレディ」。「翼」はかつて歌い込んだ曲でもちょっとボケていましたので細かく何度も仕上げ直しをしました。その夜は１４人程ですが懇親の夕べをやって、少し合宿の気分も味わえました。


二日目は和田先生のＶＴ。「ピアニッシモでロングトーン」を指導されました。これは「我慢の筋肉養成」に加えて、顔面奥、副鼻腔あたりを響かせるに好適の訓練と言われました。これなら家で近所迷惑にならず個人練習に活かせますね。


練習曲は「クライムエヴリマウンテン（新譜）」の音取りパート練習から。その音合わせ後、「ドナウ」。この音楽は楽しく歌えばいいんです、「ドヤ顔」をしましょうと貞松先生が言われた。「ドヤ顔。ドヤ声」新語誕生です。


休憩中に和田先生がソロ候補の人を個人レッスンしてくださいました。和田先生ありがとうございました。


その後は｢翼｣「遠い雲」「赤いサラファン（三上加世子さんのソロ）」「フニクリフニクラ（古畑のソロ）」「唱歌の四季」「葉っぱのフレディ」の通し練習をしました。先生は「そろそろ楽譜を降ろしましょ」と指示されています。さあ覚えていかなくては。








○新規入団：Ｓ浜野美穂子さん、１６日入団されました。大歓迎！！


○第１５回定演について（定演副委員長伊藤さん）


ちらしとチケットは１６日配布。まず一人１０枚を配布。なお、希望者にはさらに追加１０枚を限度に無料配布可


能です。２１枚目の追加からは３００円×枚数の金額を集金します。現在団員は８０名余。最初の配布分でも８０


０枚程度が出ることになり、追加配布を加算するとホールの収容可能人数はカバーできそうです。


○定演会計（寺野さん）：１５０００円（分割可３０００円×５回）集金開始しています。前回シャンテ報告修正。


○合唱連盟連絡（本多さん）合唱連盟には今期も本多さんが当団から理事に。Ｂ山崎さんは引き続き連盟理事長留任。Ｓ福井さんは事務局長留任。貞松先生と岡団長は顧問留任。連盟副理事長のＢ吉田惣さん（ももせから）は勇退。永い間お疲れ様でした。古畑（シャンテ子）は吉田さんの後任としてももせから理事に。


尚、① 更衣室・食事室について  ② ちらしとチケットの必要性  ③ お客様を含めての合同曲選曲④打上げ会、


などについて今後協議します。なお「すばる音楽祭・太田真紀さんコンサート」を連盟として協力します。


●【重要】５月２１日（土）の夜の通常練習は、お休みになりました。


○少年少女団との合同練習と追加練習：強化練習日に調整、連絡ありました。


５月２２日（日）午前１０時から午後５時まで当団強化練習。会場はかがりホール。（午後、少年少女から数人参加）


６月１８日（日）午前１０時３０分から正午まで「少年少女合唱団参加練習」。会場は喜志の市民会館（ﾚｲﾝﾎﾞｰﾎｰﾙ・中ﾎｰﾙ）


○東北の大震災支援：（団長より）この度の大災害について当団は義援金募金協力に加えて、「被災した子どもたちに本を贈る」活動に募金協力することにしました。｢葉っぱのフレディ｣が絵本から生まれた音楽だからです。


○太田真紀先生のリサイタル：シャンテ子（古畑）が代表となって、皆さんにチケット２枚（３０００円）をお預けしました。販売できたらそのお金を、また残ったチケットはそのまま古畑まで。ご協力よろしく。











シャンテ担当者古畑　等から


皆さんの原稿をお願いします。新入団等、未投稿の方は積極的にお願いします。なお下記のメルアドで古畑までご投稿していだだけます。　　１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ











快挙のお知らせ！！２０１１年４月２２日(金）於サンケイホールブリーゼで、祝、福井雅志先生！！！


福井雅志先生、おめでとうございます。福井先生が、大阪での新人登竜門である「第４８回なにわ芸術祭、新進音楽家競演会」で新人賞（第一位）を受賞されました。新人賞は、知事賞と大阪市長賞も合わせての受賞となり、福井先生のタイトル獲得となりました。福井先生は、よく響くお声で歌劇「グラナダの野営」から「私は狙撃兵」というアリアと、ただお一人だけ日本語の曲も選曲「木下牧子作曲、三好達治の詩による二つの歌」より「乳母車」を熱唱。ホールの観客を魅了されました。４月から教壇で指導をされている福井先生、歌うお姿もお声も堂々とされ、安定感がありました。ほんとうにおめでとうございました。みなさんと喜びを共有したいと思います。（おかつよし＋テノーリ合作）





東混SAYAKAホールコンサートのお知らせ（団長より）


別紙、参加要項・参加申込書・練習スケジュール表、3点配りました。当団としては、SAYAKAﾎｰﾙからの共演要請に応じ、混声合唱の部「筑後川」への参加を行いますが、参加費7千円(ﾁｹｯﾄ2枚付き)がかかりますので、各人の意思（申込書 記入・提出）で出演頂きたいと思います。また、今回は混声の部以外に「男声」「女声」の共演曲が別にあり、そちらへの出演も希望される方は、千円の追加で出演いただけます。


「男声」「女声」の部にも参加を希望される方は、先の申込書の下部にある、「男声合唱」「女声合唱」の欄にもマルを付けてご提出ください。混声の部だけの方は、そこにはマルをしないでご提出ください。提出先：団長か福井副団長まで。期限：６月末まで。定員次第締切とのこと。





６月１２日（日）井関晶子先生、「虹の会」コンサート。15時開演。大フィルホール。


６月１８日（土）・１９日（日）河内長野マイタウンオペラ「椿姫」ヴェルディ作曲


１８日（土）16：00開演・１９日（日）14：00開演（Ｂ中山さん出演です）。


７月３日（日）太田真紀先生、ソプラノリサイタル。すばるホールで１４時開演。


７月５日（火）京極輝子先生（ももせ合唱団）ピアノリサイタル。いずみホール。





「葉っぱのフレディ」の曲間での朗読を担当いただきます小野朝美さんについて、ご紹介いたします。当団の第一回定期演奏会で、合唱組曲「山に祈る」の曲間朗読でお力添えを頂戴した小野朝美さんに再度お力添えをいただくことになりました。（団ＨＰにリンク先が記載されています。）








　五月になりました。何かと多忙な４月もようやく過ぎ、気候も安定してきました。今も東北・関東の被災地では大勢の方々が頑張っておられます。「葉っぱのフレディ」は涙なしには歌えなくなったと言われた団員もおられます。演奏会まで各自で心をこめて歌いこんで、被災地まで届くような励ましの演奏会が出来ればと願っています。








≪第１ステージ≫


「唱歌の四季」・ 朧月夜 ～ 茶摘 ～ 紅葉 ～ 雪 ～ 夕焼小焼





≪第２ステージ≫


富田林市少年少女合唱団の演奏


指揮：鷲見晋吾先生・ピアノ：鷲見仁美先生


　とんだばやし混声合唱団の演奏


　・翼・遠い雲・・赤いサラファン・フニクリフニクラ・美しく碧きドナウ





≪第３ステージ≫（富田林市少年少女合唱団と共演）


「葉っぱのフレディ」1．春　 2．夏 　3．秋　 4．冬 　5．雪　6．やがて春


（ナレーション：小野朝美さん）





≪エンディング≫


・「行きぬくいのち」・「Climb　Ev’ry　Mountain」・「歌声を世界に」











